
第２８７号

２００９年１０月２８日

発行：土佐清水市教育研究所

ＴＥＬ ８２－３０１６

＜第４回教研推進委員会報告＞
１，開催時期について

来年度は、８月２５日（水）を予定。（講師の関係等で変更あり）

２，当日の日程

開始時刻（受付）を９時を目処とする。（午前、全体会の場合）

午後の開始は、１時３０分（移動を含む）を目処とする。但し、部会開始時刻

は部会に委ねる。（午後、部会の場合）

３，講演について

概ね満足のいく内容であった。質問、感想については発言者が誰もいなかった

ので、もっと積極的な発言が欲しかった。来年度は方策も考えていく。

保護者、一般の方への参加要請を積極的に行う。

４，部会編制

人権、教育相談、情報教育をなくし教科部会のみとする提案については前回の

研究所便りを参考。

１１月末までに学校で討議、その結果を地区委員が集約し、次回の推進委員会

（１２月１４日）で結論を出す。

５，来年度の講師について

複数名の講師を列挙。講師の日程や謝金等の条件と合う方を選任。（交渉中）

＜教育研究所事業中間報告＞
１，教職員研修

（１）、教研集会推進委員会

①．第１回－役員改選と組織作り、年間計画、組織教研、他

②．第２回－組織教研の反省、１日教研と講演会の内容、各部会予算

部長会開催について

③．第３回－１日教研集会、基調提案の検討、当日の役割分担

④．第４回－１日教研の反省、来年度の日程と講演内容（講師選任）

（２）、市教研部長会－各部会年間計画、予算等について

（３）、新転入教職員地域学習会（竜串教育集会所）

（４）、教育センター学習会

①．わくわく英語講座（２回）

②．楽しい授業の実践講座（１回）

③．夏休み教育センター学習会

ア．夏休み英会話教室（５回）

イ．わくわく科学体験教室（２回）

ウ．パソコン講座（４回）

（５）、研究協力校の校内研修への参加（下ノ加江小学校）

（６）、全国学力定着状況調査の集計と分析

（７）、各種研修会への参加

①．積極的な生徒指導

研究所だより
②．教育相談講座

③．ティーチャーズトレーニング

④．その他

２，教育相談

（１）、市内小中学校の現状

小学校

数名の心配な不登校児童。現在元気の登校しているが、休みがち。

中学校

数名の心配な不登校生徒。３名はあすなろ教室に通所してきている。ほかに

も不登校傾向にある生徒がいる。別室登校生徒も複数名いる。

（２）、卒業生支援の現状

２名の家庭訪問を実施。（週に一度家庭訪問をし、市民体育館で運動等に

取り組む）

１名来所相談

（３）、特別支援教育への取り組み

学校、関係施設へ訪問しての支援を実施。

（４）、あすなろネットワーク

「問題を抱える子供たちの自立支援事業」に取り組んでいるが、本年度は、

「不登校児童生徒の未然防止、早期支援のためのネットワークの構築及び教

育支援コーディネーターの育成」をテーマに新たな取り組みとして「あすな

ろネットワーク」を立ち上げた。各学校に教育支援コーディネーターを位置

づけ、連絡協議会を持ち、現状の把握や情報交換、研修を行っている。

①主な内容

・毎月、各学校の状況把握、情報交換のための学校訪問。

・年６回の連絡協議会を持ち、事例研究、カウンセリング研修、Q-U 等に

ついての研修、エンカウンター研修、発達障がいについての研修等を行

い、学級づくりや未然防止のための取り組みなどについて検証している。

３，教育研究所運営審議会

（１）、第１回－組織作り、教育研究所事業計画、研究協議、他

（２）、第２回－前期の取り組み（情報教育・教育相談・教育研究集会・各種

研修会）と今後の課題、意見交換、他

４，教育研究所連絡協議会

（１）、中・四国研究所連絡会

（２）、県春期研究所連絡会

（３）、西部地区研究所連絡会

５，学校支援訪問

下ノ加江小学校－特別支援学級・図工指導

下ノ加江中学校－特別支援学級・日常訓練

清水小学校－算数指導

幡陽小学校－理科指導

６，その他

関係機関との連携


